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私
に
と
っ
て
の
「
筆
」

「
私
の
文
房
四
宝
」
と
い
う
こ
と
を
考
え
た
時
、
真
っ

先
に
思
い
浮
か
ん
だ
の
は
や
は
り
〝
筆
〟
で
し
た
。
書

と
は
、
油
絵
の
よ
う
な
時
間
を
か
け
て
重
ね
塗
り
を
す

る
「
長
時
間
芸
術
」
と
は
異
な
り
、
線
の
太た

い

細さ
い

、
墨
の

潤じ
ゅ
ん

滑か
つ

を
工
夫
し
た
線
（
余
白
）
の
意
思
を
発
言
す
る
、

「
瞬
間
芸
術
」
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
私
の
場
合
、
半

切
な
ら
長
く
て
も
約
５
分
間
、
先
人
の
短
歌
や
自
分
の

言
葉
を
書
く
漢
字
仮
名
交
じ
り
の
書
の
よ
う
な
半
紙
な

ら
、
約
30
秒
～
１
分
間
程
度
で
完
成
し
ま
す
。
そ
の
よ

う
な
意
味
で
も
、
私
に
と
っ
て
筆
は
、
ま
る
で
手
の
延

長
で
あ
る
か
の
よ
う
な
感
覚
で
常
に
持
っ
て
い
た
い
、

相
棒
の
よ
う
な
存
在
で
す
。

愛
用
の
筆

皆
様
は
半
切
や
半
紙
に
書
く
際
の
お
気
に
入
り
の
筆

を
お
持
ち
だ
と
思
い
ま
す
が
、
羊
毛
や
兼
毛
、
ま
た
和わ

筆ひ
つ

（
日
本
製
）
や
唐と

う

筆ひ
つ

（
中
国
製
）
と
、
筆
の
種
類
は

さ
ま
ざ
ま
で
す
。
今
回
は
、
私
が
特
に
愛
用
し
て
い
る

筆
を
ご
紹
介
し
ま
す
（
次
ペ
ー
ジ
）。

①
は
私
が
私
立
城

じ
ょ
う

北ほ
く

高
校
の
学
生
時
代
に
、書
道
部

の
先
生
に
勧
め
ら
れ
た
筆
で
す
。
神
田
神
保
町
に
あ
る

玉ぎ
ょ
く

川せ
ん

堂ど
う

と
い
う
お
店
で
購
入
し
て
、
60
年
近
く
使
用
し

て
い
ま
す
。
こ
の
筆
は
、
主
に
木
製
の
板
の
上
に
楷
書

を
書
い
た
り
、
石
碑
の
原
稿
を
書
く
際
に
使
用
し
て
い

ま
す
。
随
分
毛
が
抜
け
て
き
て
い
ま
す
が
、
使
い
や
す

い
筆
の
一
つ
で
す
。

②
と
③
は
、
検
定
教
科
書
の
教
材
や
、
自
分
の
言
葉

を
書
く
漢
字
仮
名
交
じ
り
の
書
を
書
く
際
に
使
用
す
る

和
筆
で
す
。
②
は
愛
知
県
豊
橋
市
に
あ
る
筆
屋
が
製
作

し
た
「
水す

い

明め
い

」
と
い
う
筆
で
、
現
在
は
浅
草
に
あ
る
宝ほ

う

研け
ん

堂ど
う

で
復
刻
さ
れ
販
売
し
て
い
ま
す（
作
品
Ⅰ
）。
③
は

浅
草
橋
に
あ
る
四し

宝ほ
う

堂ど
う

で
販
売
さ
れ
て
い
た
「
鳴め

い

鶴か
く

」

と
い
う
、
芯
立
て
が
し
っ
か
り
し
て
い
る
所い

わ
ゆ
る謂

江
戸
筆

（
残
念
な
が
ら
こ
れ
を
製
作
で
き
る
職
人
が
も
う
お
り

ま
せ
ん
）
で
、
主
に
半
切
の
手
本
や
教
材
用
と
し
て
使

用
し
て
い
ま
す
。

④
と
⑤
は
、
私
の
個
人
的
な
作
品
を
書
く
際
に
使
用

し
て
い
ま
す
。
④
は
細
微
羊
毛
の
、
⑤
は
日
本
製
馬
毛

の
「
越
塚
筆
」（
作
品
Ⅱ
）
で
、特
に
淡
墨
や
濃
墨
の
際

は
こ
の
老し

舗に
せ

の
筆
が
と
て
も
頼
り
に
な
り
、
学
生
時
代

か
ら
使
用
し
て
い
ま
す
。

⑥
と
⑦
は
、
展
覧
会
用
の
お
手
本
や
、
出
品
す
る
際

に
使
用
す
る
唐
筆
で
す
（
作
品
Ⅲ
）。
唐
筆
は
筆
圧
を
か

け
た
際
に
和
筆
の
よ
う
な
反
発
が
な
く
、
非
常
に
柔
ら

か
い
の
で
予
期
せ
ぬ
動
き
を
す
る
こ
と
か
ら
、
あ
え
て

使
用
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
制
御
で
き
な
い
筆
の
動

き
か
ら
生
ま
れ
る
セ
レ
ン
デ
ィ
ピ
テ
ィ
（
偶
然
の
産
物
）

を
、
今
ま
で
筆
を
扱
っ
て
き
た
経
験
則
か
ら
、
あ
る
意

長

野

竹

軒
先
生

（
高
・
大
・
一
般
　
草
書
担
当
）

◇

第
一
回

今
月
か
ら
、
月
刊
「
書
写
書
道
」
課
題
揮き

毫ご
う

者
が
愛
用
す
る
「
筆
・
墨
・
硯

す
ず
り

・
紙
」
を
題
材
に
し
た
連
載
が
始
ま
り

ま
す
。
い
つ
か
ら
使
用
し
て
い
る
用
具
な
の
か
、
ど
う
や
っ
て
手
に
入
れ
た
の
か
、
使
い
心
地
な
ど
、
各
先
生
の
用
具
へ

の
思
い
入
れ
に
つ
い
て
掲
載
し
ま
す
。
今
回
は
、
高
・
大
・
一
般
の
「
草
書
」
ご
担
当
の
長
野
竹
軒
先
生
に
、
愛
用
す
る

「
筆
」
を
テ
ー
マ
に
お
書
き
い
た
だ
き
ま
し
た
。

作
品
Ⅰ

「
東
京
学
芸
大
学
退
職
記
念
展
」
出
品
作
品

宝
研
堂
は
さ
ま
ざ
ま
な
豊
橋
筆
を
取
り
扱
っ
て
い
ま
す

■
釈
文
「
現

う
つ
つ

に
現

う
つ
つ

を
ぬ
か
す
な
り
」
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味
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
表
現
を
迎
え
に
い
く
と
い
う
、

と
て
も
高
度
な
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
駆
使
す
る
た
め
で
す
。

筆
を
選
ぶ
弘こ

う

法ぼ
う

大だ
い

師し

？

こ
の
よ
う
に
、
私
な
り
に
表
現
す
る
手
法
や
場
面
に

応
じ
て
、
適
切
な
筆
を
選
ん
で
い
ま
す
。
プ
ロ
の
料
理

人
が
オ
ム
ラ
イ
ス
を
作
る
際
、
雪ゆ

き

平ひ
ら

鍋な
べ

を
使
用
し
な
い

よ
う
に
、
プ
ロ
野
球
選
手
が
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
ミ
ッ
ト
で

シ
ョ
ー
ト
を
守
ら
な
い
よ
う
に
、
表
現
や
状
況
に
あ
わ

な
い
道
具
は
ど
の
世
界
で
も
使
用
さ
れ
ま
せ
ん
。「
技
能

が
優
れ
て
い
れ
ば
道
具
に
左
右
さ
れ
な
い
」
と
い
う
意

味
の
こ
と
わ
ざ
「
弘
法
、
筆
を
選
ば
ず
」
が
あ
り
ま
す

が
、
空く

う

海か
い

（
弘
法
大
師
）
は
書
体
別
の
製
筆
法
を
日
本

に
伝
来
し
た
人
物
で
も
あ
り
ま
す
。
私
も
皆
様
も
表
現

や
場
面
に
あ
わ
せ
て
「
弘
法
、
筆
を
〝
し
っ
か
り
〟
選

ぶ
」
と
い
う
こ
と
を
常
に
念
頭
に
入
れ
て
、
書
表
現
を

し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

作
品
Ⅱ
　「
第
42
回
雅
延
会
」　
出
品
作
品
　
独
特
な
か
す
れ
も
表
現
で
き
ま
す

■
釈
文
「
満
願
成
就
」

作
品
Ⅲ
　「
第
60
回
創
玄
展
」
出
品
作
品
　
予
測
で
き
な
い
動
き
も
表
現
の
一
部
で
す

■
釈
文
「�

帳
殿
鬱
崔
嵬
仙
遊
實
壯
哉
曉
雲
連
幕�

捲
夜
火
雜
星
囘
谷
暗
千
旗
出
山
鳴
萬�

乘
來
扈
遊
良
可
賦
終
乏
掞
天
才
」

①
高
校
時
代
か
ら
使
用
し
て
い
る
羊
毛

②
半
紙
用
筆
「
水
明
」

③
半
切
用
筆
「
鳴
鶴
」

④
半
切
作
品
用
　
細
微
羊
毛
「
越
塚
筆
」

⑤
半
切
作
品
用
　
日
本
製
馬
毛
「
越
塚
筆
」

⑥
公
募
展
用
　
唐
筆
「
墨
吐
鳳
」

⑦
公
募
展
用
　
唐
筆
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ど
の
筆
も
、
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
大
切
な
相
棒
で
す




